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財団法人 日本サッカー協会 

平成 19年度 第 2回理事会 

協議事項 

 １． 評議員交代の件 

   

(社)和歌山県サッカー協会 

 

（現）           （新） 

評議員   栗本義雄（副会長） ⇒  中村源和（副会長） 

 

 ２. 平成 19 年度 ＪＦＡアンバサダー選考の件 

   

次の 1名を、平成 19 年度ＪＦＡアンバサダーとして新たに推薦いたします。 

 

【 新 規 】 
 
氏   名：Wagner Pereira Cardozo ( Amaral ) 

生 年 月 日：1966 年 10 月 16 日（40歳）  

出   身：ブラジル・サンパウロ州 

試合出場数：J1 リーグ戦 101 試合、J2 リーグ戦 45試合 

所属チーム：→ コメルシア（ブラジル）→ カッピバリアーノ → イトゥアーノ  

→ パルメイラス → FC 東京 → 湘南ベルマーレ    

→ アルテ高崎（2007 年 4 月引退） 

 

 

※上記アマラオ氏が新たに加わることに伴い、定義・選定方法を以下のとおり変更する。（下線） 

 

◆「JFA アンバサダー」の定義（目的および役割） 

日本代表またはＪリーグでの活躍を認められた選手の中から、過去の実績や日本サッカー

界への貢献度等に基づき「JFA アンバサダー」を選定する。 

「JFA アンバサダー」は、既存のサッカー関係者だけでなく広く世間一般にも知名度の高

い点を生かしながら、トレセン活動やキャプテンズ・ミッション関連活動（キッズ、レディ

ースサッカー等）などの JFA の各種事業へ参加し、JFA の活動を積極的に PR する。 

これを通じて、全ての人々にサッカーをより身近なものに感じてもらい、サッカーのより

一層の普及を推進し、また若年層のプレーヤーにプロサッカー選手や日本代表選手をより現

実的な存在として感じてもらうことにより、プレーヤーのモティベーション向上の役割を担

う。 

 

◆選定方法 

1． 日本代表または J リーグでの過去の実績・サッカー界への貢献度、及び本人の資質・

状況等を総合的に勘案し、選定する。 

2． JFA のユース育成方針・普及活動方針に同意する者とする。 

3． 事務局でとりまとめ、常務理事会にて審議後、理事会の承認を得る。 
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◆任期 

原則として 1年間とする。（但し、再任も可とする） 

 

◆主な活動内容 

1． JFA が主催するサッカー普及活動および各種行事 

2． キャプテンズ・ミッション関連の活動 

3． こころのプロジェクト 

4． JFA が主催する選手育成活動（ナショナルトレセン、各種プロジェクト等） 

 

◆その他 

主管部署は広報部とし、CHQ、事業部、技術部等と連携を取りながら、スケジュール管理、派遣依

頼の対応を行う。 

 

 ３． ＪＦＡロングパイル人工芝ピッチ公認の件 

   

１．公認申請者  学校法人高梁学園 

施 設 名  吉備国際大学 楢井グラウンド 

施設所有者 学校法人高梁学園 

ロングパイル ビッグターフ[66C-MIX]/日本フィールドシステム㈱ 

人工芝（種類） 

公 認 日：平成 19年 5月 18 日～平成 22年 5 月 17 日 

公 認 番 号：第 55 号 

＜特記事項＞ 

 ビッグターフ[66C-MIX]は製品検査（ラボテスト）を完了し、JFA ロングパイル人工

芝基準を満たしている。 

 公認規程に基づき２回の検査（フィールドテスト）を実施し、JFA ロングパイル人工

芝基準を満たしている。 

  

２．公認申請者  廿日市 

施 設 名  廿日市市サッカー場 

施設所有者 廿日市市市長 山下三郎 

ロングパイル モンドターフMFエコフィル[51276100]/クリヤマ㈱ 

人工芝（種類） 

 

公 認 日：平成 19年 5月 18 日～平成 22年 5 月 17 日 

公 認 番 号：第 56 号 

＜特記事項＞ 

 モンドターフ MF エコフィル[51276100]は製品検査（ラボテスト）を完了し、JFA ロ

ングパイル人工芝基準を満たしている。 

 公認規程に基づき２回の検査（フィールドテスト）を実施し、JFA ロングパイル人工

芝基準を満たしている。 
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 ４. 地域トレーニングキャンプ U-17 の件 

   

国体の U-16 化に伴い若年層での選手発掘、育成の機会は増えた。一方、U-17 年代における

強化、育成については、国体後を含めた継続的な強化、育成の機会を創出する必要がある。 

地域トレーニングキャンプ U-17 の活動を実施することにより、U-18 日本代表への連動、遅

咲き選手の発掘、育成、高いレベル同士でのトレーニング、試合機会の提供などが図れること

から、地域ユースダイレクター、トレセンコーチ、47FA ユースダイレクター、地域指導者が

中心となり活動を開始する。 

 

※（協）資料№１①② 

 

 ５. 平成 18 年度公認Ｓ級コーチ養成講習会判定結果の件 

   

全てのコースを修了し、筆記試験・口頭試験・指導実践・レポート全てにおいて合格したため

下記２名を公認Ｓ級コーチと認定する。 

 

氏  名 ：星原 隆昭（ほしはら たかあき） 

所  属 ：JFA ナショナルトレセンコーチ（関西チーフ） 

生年月日 ：1962 年 12 月 19 日 

資  格 ：1998 年  公認 A級コーチ（旧 B級コーチ） 

指導歴  ：1992 年－現在  大阪府サッカー協会セントラルトレーニングセンター 

      1985 年－2006 年 四条畷フットボールクラブ U－15 

 

氏  名 ：手倉森 誠（てぐらもり まこと） 

所  属 ：ベガルタ仙台 

生年月日 ：1967 年 11 月 14 日 

資  格 ：2000 年 公認Ａ級コーチ（旧Ｂ級コーチ） 

指導歴  ：2006 年 ベガルタ仙台トップチームコーチ・スカウティング担当 

      2004 年－2005 年 ベガルタ仙台トップチームコーチ・サテライト監督 

2002 年－2003 年 大分トリニータヘッドコーチ 

 

 ６． 大学・専門学校における指導者養成講習会の件 

   

以下の大学・専門学校において、平成 19年度以降より公認Ｃ級・Ｄ級コーチ養成講習会の開設

を認める。 

 

１．日本大学 文理学部（東京都）（Ｃ級・Ｄ級） 

インストラクター：安部 一雄（公認 47FA インストラクター） 公認 B級コーチ 

中園 健二（公認 47FA インストラクター） 公認 B級コーチ 
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大嶽 真人（公認 47FA インストラクター） 公認 B級コーチ 

          

  参考：開設認定校数  大学：19校  短大：2校  専門学校：14校 

 

 ７. キャプテンズ・ミッション（ＣＨＱ）関連事項の件 

   

Ⅰ．平成 19年度「ＪＦＡメンバーシップ制度基本還元金」について（協議事項） 

１．交付金「組織基盤(法人格)」の対象協会 (現段階：合計 45 協会) 

 青森県サッカー協会 

１）法人格を取得した時期：2007 年４月 13日 

２）法人の形態：社団法人 

３）届け出書受付日：2007 年４月 18 日 

４）支給金額：100 万円 

 ※平成 19 年度の内、４月～６月での認定となるため、規定により 100％を支給。 

 福井県サッカー協会 

１）法人格を取得した時期：2007 年４月 23日 

２）法人の形態：社団法人 

３）届け出書受付日：2007 年４月 27 日 

４）支給金額：100 万円 

 ※平成 19 年度の内、４月～６月での認定となるため、規定により 100％を支給。 

 

 


